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NO 供与剤の NOC7 を糖に混ぜて刺激したところ、糖応答の他に小さな振幅のインパルスが誘発
され、その一方で、NOC7 単体での刺激では、振幅の異なる大小二種類のインパルスが誘発され
た。次に、味細胞内に導入した NO 消去剤の PTIO は、苦味応答に影響しないことを観察し、こ
の小さい振幅のインパルスは苦味応答ではないことが明らかにされた。一方、検出が困難と言わ
れていたふ節味覚毛における水応答を、絶水状態のハエから記録することに成功し、そのインパ
ルスが NOC7 によって誘発されるものであることを見出した。 
以上のように、味覚毛内における苦味細胞の NO を介した細胞間相互作用を検討したが、NO は、
苦味細胞の発する細胞間情報伝達物質でも、苦味細胞の細胞内情報伝達物質でもないことが明ら
かとなり、またその一方で、NO は、水細胞の情報変換に関与していることが示唆された。 
 
